
イオ信用組合 

「地域密着型金融推進計画」の進捗状況 
 

平成１７年４月から平成１８年３月までの全体的な進捗状況 

 当組合は、地域密着型金融推進計画を達成し、組合員の皆様からより信頼され、信認される健全な金融機関となるために、１７年度は下記

のように取組みました。 

（１）事業再生・中小企業金融の円滑化 

創業支援に対応する新商品開発に着手し、「新規開業サポートローン」を導入しました。また、経営改善支援を重点課題として取組んだ結果、

経営改善支援先数４７先に対し１５先の債務者区分がランクアップするとともに、債権管理回収プロジェクトを中心とした再生業務を積極化

させ、再生支援先２６先を選定し再生に取組んでおります。 

（２）経営力の強化 

 債務者の信用状況の変化に的確に対応するために、自己査定システムの改良や不動産担保評価システムを導入しました。また、ＡＬＭシス

テムを試行稼動し、各種リスクについての分析・検討を行いました。 

（３）地域の利用者の利便性向上 

 地域貢献に関する情報開示を平成１７年度半期ディスクロージャーで実施しました。また、お客様の声を経営改善に反映させるための、ア

ンーケートを平成１８年３月に開始しました。 



イオ信用組合 

「地域密着型金融推進計画」に基づく個別の取組みの進捗状況 

実施スケジュール 進 捗 状 況 
項目 具体的な取組み 

17年度 18年度 H17年 4月～H18年 3月 H17年 10月～H18年 3月 
備考 

１．事業再生・中小企業金融の円滑化 

 
(1)創業・新事業

支援機能等の強

化 

組合の支援姿勢

醸成／新商品開

発／情報収集し

顧客へ提供 

新商品開発取扱

開始／情報収集

し顧客へ提供／

創業、資金に関

する相談、融資

に取組む引越 

商品性見直し／

情報収集し顧客

へ提供／創業、資

金に関する相談、

融資に取組む 

・支店長会議にて、地域密着型金融推

進計画に基づいた中小企業支援、創業

時の積極的な事業サポートなど当組

合の取組方針を伝達した。 
・創業支援に対応する商品性の開発に

着手し、他金融機関の商品性や当組合

顧客の資金需要等を勘案し、原案を作

成した。 
・産業クラスターサポート会議に 2名
参加し、新事業に関する情報を収集し

た。 
・中小企業支援に関する情報として中

小企業庁発行の「中小企業施策利用ガ

イドブック」やリーフレット等を全店

舗へ配布し、中小企業支援の制度等に

関する情報を提供した。 
・中小企業支援センターの活動に関す

る情報をインターネット及び各種資

料等などから収集した。 
・顧客への訪問面談活動を積極的に展

開し、新規事業等に関する情報収集を

実施し、新事業の資金需要に対応し

た。 
・創業・新規事業に対応した商品とし

て「新規開業サポートローン」を導入

実施した。 
・支店長会議にて、「新規開業サポー

トローン」の取組方針、商品性につい

て伝達した。また、起業者の育成と事

業の多角化をサポートするための情

報収集及び情報提供を積極化するよ

う周知した。 
・東海地区産業クラスターサポート金

融会議に 2名参加し、起業者からのプ
レゼンによる事業の特殊性や特徴な

どの情報を収集した。 
 

・創業・新規事業に対応した商品とし

て「新規開業サポートローン」を導入

実施した。 
・支店長会議にて、「新規開業サポー

トローン」の取組方針、商品性につい

て伝達した。また、起業者の育成と事

業の多角化をサポートするための情

報収集及び情報提供を積極化するよ

う周知した。 
・東海地区産業クラスターサポート金

融会議に 2名参加し、起業者からのプ
レゼンによる事業の特殊性や特徴な

どの情報を収集した。 
・国民金融公庫（岐阜支店）主催によ

る金融機関との協議会に参加し、各金

融機関による創業・新事業支援への取

組状況に関する情報を収集・交換し、

特に、創業者支援のための融資商品情

報や地域経済状況の情報を収集した。

創業・新規事業融資実績 
 
先数   ：5 
融資実行額：595百万円 
 
新規開業ｻﾎﾟｰﾄ融資実績 
 
先数   ：1 
融資実行額：5百万円 



イオ信用組合 

     

・国民金融公庫（岐阜支店）主催によ

る金融機関との協議会に参加し、各金

融機関による創業・新事業支援への取

組状況に関する情報を収集・交換し、

特に、創業者支援のための融資商品情

報や地域経済状況の情報を収集した。

 

 

実施スケジュール 進 捗 状 況 
項目 具体的な取組み 

17年度 18年度 H17年 4月～H18年 3月 H17年 10月～H18年 3月 
備考 

 

(2)取引先企業

に対する経営相

談・支援機能強

化 

各種会義等参加

し情報を提供／

経営改善策を顧

客と取組／顧客

ランクの取りま

とめ／研修会参

加、資格を取得

しレベル向上 

各種会義等参加

し情報収集／顧

客訪問実施し経

営改善策構築／

顧客ランクの取

りまとめ／研修

会参加、資格を

取得しレベル向

上／内部研修実

施 

各種会義等参加

し情報収集／顧

客訪問実施し経

営改善策構築／

顧客ランクの取

りまとめ／研修

会参加、資格を取

得しレベル向上

／内部研修実施 

・審査事務担当者研修会（全信組連）

1名参加。 
・経営改善、企業再生、回収処理のた

めの体制整備として、「債権管理回収

プロジェクト」を設置し、プロジェク

ト及び営業店による訪問面談活動を

開始した。 
・審査部においても、審査業務を通じ

た経営改善指導を強化するとともに、

審査部と営業店による債務者対応等

の協議を実施した。 
・審査担当者会議（全信組連）に 1名
参加し、審査業務に関する意見交換や

諸問題を討議し、取引先に対する審査

手法の情報を収集した。 
・「債権管理回収プロジェクト」では、

取引先との支援策の協議、提案を行

い、事業再編や事業転換によるランク

アップを図った。 
・取引先企業への早期対応による事業

改善実現のため、本部及び営業店が適

時協議し対策を立て、取引先への訪問

活動を活発化した。 
・経営支援先 47 先に対する改善取組
みを積極化した結果、15先がランクア
ップした。 
・経営支援アドバイザー2 級の資格を
1名取得。 

・審査担当者会議（全信組連）に 1名
参加し、審査業務に関する意見交換や

諸問題を討議し、取引先に対する審査

手法の情報を収集した。 
・「債権管理回収プロジェクト」では、

取引先との支援策の協議、提案を行

い、事業再編や事業転換によるランク

アップを図った。 
・取引先企業への早期対応による事業

改善実現のため、本部及び営業店が適

時協議し対策を立て、取引先への訪問

活動を活発化した。 
・経営支援先 47 先に対する改善取組
みを積極化した結果、15先がランクア
ップした。 
・経営支援アドバイザー2 級の資格を
1名取得。 

経営支援選定による選定 
及びランクアップ結果 
 
要注意：16 → 5 
要管理：27 → 10 
破綻懸念先：3 → － 
実質破綻先：1 → － 
計 47 → 15 
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実施スケジュール 進 捗 状 況 
項目 具体的な取組み 

17年度 18年度 H17年 4月～H18年 3月 H17年 10月～H18年 3月 
備考 

 
(3)事業再生に

向けた積極的取

組み 

事業再生の手法

分析／担当税理

士等と連携し適

合した再生を行

う／外部機関の

専門家等を活用

する 

再生支援に関す

る情報収集／再

生支援方法の研

究／再生支援先

の対象選定、実

施 

再生支援に関す

る情報収集／再

生支援方法の研

究／再生支援先

の対象選定、実施

・企業再生、回収処理のための体制整

備として、「債権管理回収プロジェク

ト」を設置し、プロジェクト及び営業

店による訪問活動を開始した。 
・事業再生に関する資料として中小企

業庁発行の「中小企業施策利用ガイド

ブック」やリーフレット等を全店舗へ

配布し、事業再生の制度等の情報を提

供した。 
・中小企業再生支援協議会の活動に関

する情報をインターネット及び各種

資料等などから収集した。 
・債務者の再生、経営改善等に関する

事案を当組合の会計士等へ相談した。

・再生支援先の対象選定した。 
・「債権管理回収プロジェクト」によ

る取引先への訪問を活発化し、事業再

編や事業転換など再生への取組みを

実施した。 
・中小企業センターから再生支援に関

する情報を収集し、再生の手法を研究

した。 
・再生支援の方策を取引先及専門家

（会計士・税理士）と適時協議し、再

生手法を検討した。 
・東海信用組合協会主催の債権管理回

収コースへ 10 名参加し、回収及び企
業再生に関する外部研修を受講した。

・「債権管理回収プロジェクト」によ

る取引先への訪問を活発化し、事業再

編や事業転換など再生への取組みを

実施した。 
・中小企業センターから再生支援に関

する情報を収集し、再生の手法を研究

した。 
・再生支援の方策を取引先及専門家

（会計士・税理士）と適時協議し、再

生手法を検討した。 
・東海信用組合協会主催の債権管理回

収コースへ 10 名参加し、回収及び企
業再生に関する外部研修を受講した。 再生支援先対象選定及び 

再生先 
 
破綻懸念先：24 → 2 
実質破綻先：2 → － 
計 26 → 2 

 

(4)担保・保証に

過度に依存しな

い融資の推進等

①担保・保証に

過度に依存しな

い融資の推進 

キャッシュフロ

ーを重視した審

査手法取入／信

用リスク管理シ

ステムの構築を

目指す／既存商

品性の改良 

顧客財務管理強

化／信用リスク

管理システムの

情報収集／既存

商品の改良着手

顧客財務管理強

化／信用リスク

管理システムの

情報収集／既存

商品の改良実施 

・債務者の財務内容を分析する資料と

してキャッシュフロー計算書を導入

し、審査及び自己査定の関連資料とし

た。 
・信用リスク管理システム機能の拡充

として、不動産担保評価システムの導

入準備に取組む。 
・不動産担保評価システムの導入に合

わせ、既存の不動産担保の評価方法の

見直しを実施した。 
 

・「不動産担保評価システム」を導入

し、担保評価方法の精度向上とシステ

ム化による事務量の軽減を図った。 
・大口債務者のキャッシュフロー計算

書を定期的に作成し、財務管理を強化

した。 
・信用リスク管理システムの機能アッ

プを図るためシステム開発元へ提案

を行った。 
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・大口先の現況把握を図るための資料

として、四半期毎に債務者概況表、決

算分析資料等を作成し事業動向、決算

状況の確認を実施した。 
・信用リスク管理に関する情報収集と

して、総合リスク管理研修会（全信中

協）への参加（1 名）や各種関係機関
からの情報資料等により、信用リスク

管理手法の研究に取組む。 
・ビジネスサポートローンの延滞状況

及び事故発生等の分析を実施したと

ころ、履行状況等に問題がないレベル

であった。 
・「不動産担保評価システム」を導入

し、担保評価方法の精度向上とシステ

ム化による事務量の軽減を図った。 
・大口債務者のキャッシュフロー計算

書を定期的に作成し、財務管理を強化

した。 
・信用リスク管理システムの機能アッ

プを図るためシステム開発元へ提案

を行った。 
・事業者ローン商品に関する情報収集

と他金融機関の取組み状況等の情報

を収集し、ビジネスサポートローンの

商品性改良に取組む。 

・事業者ローン商品に関する情報収集

と他金融機関の取組み状況等の情報

を収集し、ビジネスサポートローンの

商品性改良に取組む。 

 

 

(4)担保・保証に

過度に依存しな

い融資の推進等

②中小企業の資

金調達手法の多

様化等 

多種多様な資金

調達方法の導入

に向けた研究、

準備に取組む 

融資取組事例等

の情報を収集し

分析に取組む 

融資取組事例等

の情報を収集し

分析に取組み、組

合取引に適合し

た融資手法の準

備に取組む 

・ノンリコースローン、プロジェクト

ファイナンスに関する情報を関係各

機関（全信中協、他金融機関）及び資

料等で情報収集したが、信用組合レベ

ルでの取組は該当がない。 

・ノンリコースローン、プロジェクト

ファイナンスに関する情報を関係各

機関（全信中協、他金融機関）及び資

料等で情報収集したが、信用組合レベ

ルでの取組は該当がない。 
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実施スケジュール 進 捗 状 況 
項目 具体的な取組み 

17年度 18年度 H17年 4月～H18年 3月 H17年 10月～H18年 3月 
備考 

 

(5)顧客への説

明態勢の整備、

相談苦情処理機

能の強化 

事務指導強化／

取扱要領見直し

実施／苦情等実

例の原因を分析

し店舗へ還元 

説明責任事務見

直しに伴う情報

収集／苦情等の

発生原因分析／

苦情等実例の原

因を分析し店舗

へ還元／説明責

任事務改善指導

苦情等実例の原

因を分析し店舗

へ還元／説明責

任事務改善指導

／事務取扱要領

の見直し 

・臨店検査時に審査部担当者が同行

し、説明責任事務に関する点検、指導

を実施した。 
・四半期ごとに契約書（写し）の交付

状況を確認するとともに、説明責任事

務見直しに関する店舗からの意見等

を収集した。 
・信用組合約定書等の改定に着手し、

双方署名方式導入に向けた協議を実

施した。 
・相談苦情処理要綱に準じ苦情・要望

記録書が各営業店から本部へ提出さ

れ、苦情等に対応した。 
・上半期の苦情・要望等の事例と原因

等を取りまとめ、支店長会議において

周知徹底した。 
・信用組合約定書等の改定は、リーガ

ルチェック後の最終段階にあり書式

が完成次第導入する。 
・信用組合約定書等の改定に合わせ、

与信取引に関する顧客への説明態勢

等に係る規程、要領等の改定に取組

む。 

・信用組合約定書等の改定は、リーガ

ルチェック後の最終段階にあり書式

が完成次第導入する。 
・信用組合約定書等の改定に合わせ、

与信取引に関する顧客への説明態勢

等に係る規程、要領等の改定に取組

む。 

 

 (6)人材の育成 

能力向上を図る

研修及び資格取

得の奨励／研修

参加者による内

部研修の実施 

参加研修会、資

格取得対象・科

目の選定／資格

試験受験 

資格試験受験／

研修会参加者に

よる内部研修会

実施 

・融資事務を含む事務レベル向上のた

めの各種研修会及び資格取得に取組

む。 

・融資事務を含む事務レベル向上のた

めの各種研修会及び資格取得に取組

む。 

上半期 
研修会 ：14回 
参加者数：109名 
合格者数：5名 
 
下半期 
研修会 ：2回 
参加者数：7名 
合格者数：40名 
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実施スケジュール 進 捗 状 況 
項目 具体的な取組み 

17年度 18年度 H17年 4月～H18年 3月 H17年 10月～H18年 3月 
備考 

２．経営力の強化 

 (1)リスク管理
態勢の充実 

ALM システム
実用水準稼動を

目指す／各種シ

ステム開発・改

修 

ALM 試行稼動
／各種システム

改修・導入準備

作業及び移行作

業実施 

各種システム検

証と問題点改善 

・ALM システムの試行稼動と結果分
析により「流動性ギャップ」ならびに

「金利ギャップ」などのギャップ分析

に必要な帳票について過去実績と対

比・検討する事により実用水準での検

討をした。 
・自己査定システムのバーゼルⅡ対応

のための改修については現行システ

ムの開発先に対して問題提起をおこ

ない 18 年度上半期までに試行段階の
開発を終えた。 
・不動産担保評価のシステムの導入に

ついて準備作業を行い、17年度下半期
から一斉に入力を開始した。 
・不動産担保の掛け目を変更し担保処

分に係わるリスクの低減に努めた。 
・破綻懸念先の引当率の算出上設けら

れていたキャップを解除し、より適切

な引当額の算出に努めた。 

・不動産担保の掛け目を変更し担保処

分に係わるリスクの低減に努めた。 
・破綻懸念先の引当率の算出上設けら

れていたキャップを解除し、より適切

な引当額の算出に努めた。 

 

 
(2)収益管理態

勢の整備と収益

力の向上 

ALM システム
活用／収益管理

体勢の整備策の

実施／管理会計

学習・周知 

ALM システム
活用しシュミレ

ーション実施／

管理会計実施／

リスク対応融資

金利・格付け検

討実施／収益管

理体制再検討 

ALM システム活
用しシュミレー

ション実施／管

理会計実施／信

用リスク対応融

資金利・格付け検

討実施／収益管

理体制再検討 

・ALM システムの試行稼動と結果分
析の継続。 
・シミュレーション結果と実績値を対

比分析する事による各種パラメータ

候補の決定のための作業とシステム

内容の習得作業・学習作業を継続。 
・SKC-ALMにおけるギャップ分析、
流動性リスクの分析帳票について「過

去実績」を出力し実用となる事の確認

作業を行った。 
・月次決算による店舗別損益に基づき

「減損会計」におけるキャッシュフロ

ーの把握のための参考資料とすべく

その内容についての検討を実施し収

益把握水準の向上を図るための取組

とした。 
・利率水準は、現状を踏まえ、全体的

に改善を図った。 
 

・ALM システムの試行稼動と結果分
析の継続。 
・シミュレーション結果と実績値を対

比分析する事による各種パラメータ

候補の決定のための作業とシステム

内容の習得作業・学習作業を継続。 
・SKC-ALMにおけるギャップ分析、
流動性リスクの分析帳票について「過

去実績」を出力し実用となる事の確認

作業を行った。 
・月次決算による店舗別損益に基づき

「減損会計」におけるキャッシュフロ

ーの把握のための参考資料とすべく

その内容についての検討を実施し収

益把握水準の向上を図るための取組

とした。 
・利率水準は、現状を踏まえ、全体的

に改善を図った。 
 

 



イオ信用組合 

     
・信用リスク・格付に応じた金利設定

については組合の現状を踏まえて検

討をおこなう事とした。 

 
 

実施スケジュール 進 捗 状 況 
項目 具体的な取組み 

17年度 18年度 H17年 4月～H18年 3月 H17年 10月～H18年 3月 
備考 

 (3)ガバナンス
の強化 

半期開示の開示

内容充実検討／

毎期組合員集会

等を開催し意見

集約、反映／デ

ィスクロージャ

ー誌を年度経過

後 4ヶ月以内開
示の準備 

半期開示の準備

／各店舗組合員

集会開催／アン

ケート調査実施

早期にディスク

ロージャー誌開

示／半期開示準

備／各店舗組合

員集会開催 

半期開示準備 
※2005年 11月 30日付開示 
利用者満足度アンケート調査実施。 

利用者満足度アンケート調査実施。 

 

 

(4)法令等遵守

（コンプライア

ンス）態勢の強

化 

コンプライアン

ス体勢強化／資

格取得 

コンプライアン

スプログラム制

定／検査実施／

研修会等実施／

諸規程制定・改

定／資格取得／

情報システム監

視強化 

コンプライアン

スプログラム制

定／検査実施／

研修会等実施 

・2005 年度コンプライアンス・プロ
グラムの制定。 
・臨店検査実施。 
・個人情報保護法関連諸規程の制定、

懲罰規程の賞罰規程への改定をはじ

めとする諸規程の制定・改定。 
・コンプライアンス担当者会議・研修

会開催。 
・コンプライアンス・オフィサー認定

試験の受験。 
・個人データの漏洩・毀損等防止策、

アクセスの記録及び分析、情報システ

ムの稼働状況の記録及び分析、情報シ

ステムの監視ができるシステムの導

入。 
・コンプライアンスマニュアル改訂 
・2006 年度コンプライアンス・プロ
グラムの制定。 
・各種チェックリストによる自己診断

実施 

・コンプライアンスマニュアル改訂 
・2006 年度コンプライアンス・プロ
グラムの制定。 
・各種チェックリストによる自己診断

実施 

 



イオ信用組合 

実施スケジュール 進 捗 状 況 
項目 具体的な取組み 

17年度 18年度 H17年 4月～H18年 3月 H17年 10月～H18年 3月 
備考 

 (5)ＩＴの戦略
的活用 

システム利用環

境改善／グルー

プウェア活用／

「しんくみあの

ネット」活用 

システム利用環

境改善取組／

IT による改善
効果の高い業務

洗出し作業実施

／「しんくみあ

のネット」活用

策の周知 

システム利用環

境改善取組／ IT
による改善効果

の高い業務洗出

し作業実施／「し

んくみあのネッ

ト」活用策の周知

・「キャッシュフロー計算書作成ソフ

ト」、「不動産担保評価システム」の導

入により事務の合理化を実施 
・社内ネットワーク回線を IP-VPN網
に切替る事でセキュリティを向上し

つつスピードとランニングコストを

同時に削減する策を実現。 
・本支店間のファイル授受等の必要フ

ァイルについて必要部署・店舗担当者

間での共有の実用化 
・必要なパソコンへの監視ソフトの導

入による個人情報保護法対応のため

の取組の実施・継続 
・「しんくみあのネット」の活用策の

検討実施 

・「キャッシュフロー計算書作成ソフ

ト」、「不動産担保評価システム」の導

入により事務の合理化を実施 
・社内ネットワーク回線を IP-VPN網
に切替る事でセキュリティを向上し

つつスピードとランニングコストを

同時に削減する策を実現。 
・本支店間のファイル授受等の必要フ

ァイルについて必要部署・店舗担当者

間での共有の実用化 
・必要なパソコンへの監視ソフトの導

入による個人情報保護法対応のため

の取組の実施・継続 
・「しんくみあのネット」の活用策の

検討実施 

 

 
(6)協同組織中

央協会の機能強

化 

全国信用組合中

央協会、全国信

用協同組合連合

会との連携を強

化し、市場リス

クや収益性確保

に取組んで行く 

共同組織中央機

関との連携強化

共同組織中央機

関との連携強化 

・全国信用組合中央協会、全国信用協

同組合連合会との連携強化に努めた。

・全国信用組合中央協会、全国信用協

同組合連合会との連携強化に努めた。

 

３．地域の利用者の利便性向上 

 
(1)地域貢献等

に関する情報開

示 

充実した情報開

示提供／ホーム

ページの拡充／

ディスクロージ

ャー誌の開示情

報充実 

ディスクロージ

ャー誌開示内容

検討し実施／ホ

ームページの拡

充 

ディスクロージ

ャー誌開示内容

検討し実施／ホ

ームページの拡

充 

・当組合が取り組む地域貢献活動につ

いてディスクロージャー誌に画像な

どを用いる為の準備作業として撮影

作業実施｡ 
・利用者からの質問が少ない為、信用

組合に対する一般的なＱ＆Ａ等を作

成し、ホームページに公表する準備実

施。 

・当組合が取り組む地域貢献活動につ

いてディスクロージャー誌に画像な

どを用いる為の準備作業として撮影

作業実施｡ 
・利用者からの質問が少ない為、信用

組合に対する一般的なＱ＆Ａ等を作

成し、ホームページに公表する準備実

施。 

 

 

(3)地域の利用

者の満足度を重

視した金融機関

経営の確立 

アンケート調査

実施／調査結果

分析し経営に反

映 

アンケート内容

を検討し実施／

顧客に対する情

報収集実施／調

査結果を経営方

針に反映させる

アンケート内容

を検討し実施／

顧客に対する情

報収集実施／調

査結果を経営方

針に反映させる 

・顧客に対する個別訪問、地域で行わ

れる各種集会等に積極参加し情報収

集に努めた。 
・アンケート調査内容、実施方法、ス

ケジュールの検討を行い３月にアン

ケートを開始した。 

・アンケート調査内容、実施方法、ス

ケジュールの検討を行い３月にアン

ケートを開始した。 

 



イオ信用組合 

実施スケジュール 進 捗 状 況 
項目 具体的な取組み 

17年度 18年度 H17年 4月～H18年 3月 H17年 10月～H18年 3月 
備考 

 

(4)地域再生推

進のための各種

施策との連携等

地域と一体とな

った取組の推進

地域行事に参加

し、地域活性化

に向けた取組を

推進する 

行事等参加／行

事の協賛、支援

を行う／チャリ

ティー行事に参

加／各種団体等

と連携／ホーム

ページで情報発

信／施設等の貸

出等を行う。 

行事等参加／行

事の協賛、支援を

行う／チャリテ

ィー行事に参加

／各種団体等と

連携／ホームペ

ージで情報発信

／施設等の貸出

等を行う。 

・地域同胞との交流を深めるため、４

月～５月に行われた同胞野遊会に積

極的に参加。（岐阜、静岡、三重、愛

知地域） 
・地域の皆様とのふれあいを大切にす

るため、福井支店では町内夏祭りに模

擬店を出店。 
・民族学校初級部サッカー中央大会に

おいてボランティア活動を行う。 
・文化教室の一環として行われた、後

援会の料理教室に協力。 
・各地域にて敬老旅行を企画し行う。

・各地域にて行われた同胞新春講演会

等に協賛にて協力した。 

・各地域にて敬老旅行を企画し行う。

・各地域にて行われた同胞新春講演会

等に協賛にて協力した。 

 

４．進捗状況の公表 

 進捗状況の公表
半期毎に進捗状

況をホームペー

ジ等で開示 

半期毎に進捗状

況をホームペー

ジ等で開示 

半期毎に進捗状

況をホームペー

ジ等で開示 

・半期毎に進捗状況をホームページ等

で開示 
・半期毎に進捗状況をホームページ等

で開示 

 

 


